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平
成
30
年
度
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市

か
ら
黒
坂
源
助
氏
と
鈴
木
重
藏
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
の
叙
勲

祝

元  仙北市消防団  副団長
昭和 48 年西木村消防団に入団。
平成 23 年から平成 24 年まで副
団長として活躍。火災や災害から
住民の生命・財産を守り、団員の
育成強化に努めました。

元  仙北市消防団  分団長
昭和 42 年角館町消防団に入団。
平成 19 年から平成 22 年まで分
団長として活躍。豊富な経験と優
れた指導力で地域の安心・安全の
ために尽力しました。

鈴 木 重 藏 氏
（72 歳　西木町上桧木内）

黒 坂 源 助 氏
（73 歳　角館町西長野）

瑞宝単光章【消防功労】

第 56 回

秋田県老人クラブ大会
◆ 秋田県知事表彰

【育成功労者表彰】西木町地区老連　会長　赤倉正男
【優良老人クラブ表彰】田沢湖地区老連　小松睦会　会長　小瀧功

◆ 秋田県老連会長表彰
【育成功労者表彰】角館町地区老連　監事 ／ 前太平クラブ　会長

渡邉佐知子
【育成従事者表彰】角館町地区老連　広久内寿会　会計　伊藤謙悦

◆ 秋田県老連会員増強運動特別賞
田沢湖地区老連　高野若駒クラブ　会長　藤原助一

11 月 19 日、市役所角館庁舎に受賞報告に訪れました。左から仙北市老人クラブ連合会の藤原剛会長、伊藤謙悦さん、渡邉佐知子さん、赤倉正男さん、藤原助一さん、
小瀧功さん、門脇市長。

　10 月 25 日、第 56 回秋田県老人クラブ
大会が秋田市文化会館で開催され、地域の活
動にあたり功績のあった団体や個人が表彰さ
れました。仙北市からは次の方々が表彰され
ました。〈敬称略〉

　

10
月
26
日
、秋
田
市
文
化
会
館
で「
第

45
回
秋
田
県
交
通
指
導
隊
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
交
通
指
導
隊
員

３
人
が
優
良
隊
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
秋
田
市
八
橋
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
て
観
閲
式

が
行
わ
れ
、隊
員
の
士
気
高
揚
を
図
り
、

大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
12
年
以
上
勤
続   

優
良
隊
員
表
彰
】

▼
髙
橋
芳
弘

【
永
年
勤
続
（
20
年
以
上
）
優
良
隊
員

表
彰
】
▼
布
谷
和
好

【
30
年
以
上
勤
続   

優
良
隊
員
表
彰
】

▼
髙
橋
昉
晠

第 45 回  秋田県交通指導隊大会

優良隊員として表彰された皆さん。左から布谷和好さん、髙橋芳弘さん、髙橋昉
晠さん。

　

稲
田
修
議
員
が
、
10
月
26
日
に
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
稲

田
議
員
は
、
通
算
35
年
以
上
に
わ
た
り
議

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展

に
顕
著
な
功
労
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

本
市
に
と
っ
て
名
誉
な
こ
と
で
す
。

　

贈
呈
式
は
、
ホ
テ
ル 

ル
ポ
ー
ル
麹
町

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行
わ
れ
、
稲

田
議
員
を
含
め
た
全
国
の
市
議
会
議
員

１
１
６
人
の
ほ
か
、都
道
府
県
議
会
議
員
、

町
村
議
会
議
員
を
あ
わ
せ
た
総
勢
１
８
７

人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

稲
田
修
議
員
に
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

門
脇
市
長
（
左
）
に
報
告
に
訪
れ
た
稲
田
議
員
（
右
）。

　

11
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
秋
の
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
、
初
日
に
は
、

仙
北
市
管
内
３
か
所
で
駆
け
付
け
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
火
災
発
生
時
に
消
防

団
員
が
迅
速
に
災
害
現
場
へ
駆
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
初
日
に
合
わ
せ
て
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
気
温
が
低
く
な

る
に
つ
れ
て
空
気
が
乾
燥
し
て
き
ま

す
。
火
災
が
非
常
に
発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
の
で
、
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

角館地区 ( 玉川河川敷沿い ) で行われた駆け付け訓練。

　

10
月
25
日
、
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
青
森
（
青

森
県
青
森
市
）
で
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
度
東
北

地
区
社
会
教
育
研
究
大
会
で
、
仙
北
市
社
会
教
育

委
員
の
鈴
木
勝
一
さ
ん
が
東
北
地
区
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
５
年
（
旧
田
沢
湖
町
）
か

ら
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
社
会
活
動
や
社
会
教
育
中
期
計
画
策
定
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
社
会
教
育
の
振
興
と
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

長
年
に
わ
た
り
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
さ
れ

て
き
た
鈴
木
勝
一
さ
ん
（
右
）。
左
は
熊
谷
教
育
長
。

秋の火災予防運動

駆け付け訓練
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角館図書館後援会主催記念事業の「第 58 回文化講演会」。
後ろ姿は、作家 梨木香歩さん。

大正 11 年から続く図書の
寄贈は 4 万 1 千点を超え、
企画展示や諸団体等との調
整にも貢献されました。

文化講演会を昭和 39 年か
ら主催。児童書の寄贈他
読書活動の推進に貢献され
ました。

読書感想文コンクールを通じて、図書館
活動と子どもの読書活動推進に貢献され
ました。

　

11
月
３
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
、
株

式
会
社
新
潮
社 

佐
藤
隆
信
代
表
取
締
役
社

長
を
は
じ
め
、
約
２
０
０
人
が
出
席
し
て
記

念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
仙
北
市
の
図
書
館
活
動
の
充
実

と
市
民
の
読
書
環
境
の
整
備
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
い
る
２
つ
の
団
体
と
個
人
に
、
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
記
念
式
典
で
は
、
来
賓
の
佐
藤
代
表

取
締
役
社
長
か
ら
は
、
仙
北
市
に
対
す
る
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
角
館
図
書
館
後
援

会 

石
黒
直
次
会
長
か
ら
は
、
㈱
新
潮
社
と

後
援
会
と
の
協
力
に
つ
い
て
、
歴
史
を
紐
解

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
作
家
の
梨
木
香
歩
さ

ん
を
講
師
に
「
内
な
る
旅
を
い
く
こ
と
」
と

題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

梨
木
さ
ん
は
「
春
に
な
っ
た
ら
苺
を
摘
み

に
」「
渡
り
の
足
跡
」
と
ジ
ル
・
ボ
ル
ト
・

テ
イ
ラ
ー
著
「
奇
跡
の
脳　

脳
科
学
者
の
脳

が
壊
れ
た
と
き
」
の
一
部
を
引
用
し
て
「
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
丸
ご
と
の
人
間

存
在
が
そ
の
ま
ま
変
容
の
旅
に
出
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
意
識
で
き
た
ら
、
そ
れ
だ
け
深

い
人
生
の
旅
が
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

佐藤 隆信
代表取締役社長 石黒 直次会長

右側：奥様の西宮德子さん
左側：お孫さんの理央さん

藤原  縁 さん 野中  いの さん 古郡  里加 さん

平成 30 年度  秋田県統計功労者表彰

　

統
計
に
関
し
て
功
績
の
あ
る
個
人
や
団
体
を
表
彰

し
、
統
計
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
も
の
と
し
て
、

11
月
７
日
に
秋
田
県
庁
で
「
平
成
30
年
度
秋
田
県
統

計
功
労
者
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
の
統
計
調
査
に
お
け
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

仙
北
市
か
ら
藤
原
縁
さ
ん
（
角
館
町
雲
然
）
が
経
済

産
業
省
所
管
構
造
統
計
調
査
員
と
し
て
経
済
産
業
大

臣
表
彰
を
、
野
中
い
の
さ
ん
（
西
木
町
桧
木
内
）
と

古
郡
里
加
さ
ん
（
角
館
町
外
ノ
山
）
が
各
種
統
計
調

査
員
と
し
て
秋
田
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
旧
角
館
ス
キ
ー
場
跡
地
で
市
民

グ
ル
ー
プ
森
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
と
し
て
、

サ
ク
ラ
の
苗
木
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
㈱
花
葉
館
・
植
栽
グ
ル
ー
プ

が
主
催
し
、
ふ
る
さ
と
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
森

林
の
再
生
を
目
的
に
、（
公
社
）
秋
田
県
緑
化

推
進
委
員
会
の
支
援
や
地
域
の
方
々
の
協
力

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
地
元
住
民
や
花
葉

館
の
従
業
員
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

員
な
ど
約
40
人
が
参
加
、
用
意
さ
れ
た
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
20
本
の
苗
木
を
丁
寧
に
心
を
込
め

て
植
樹
し
ま
し
た
。

森
林
再
生
願
い

サ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
樹

　

市
民
の
医
療
と
健
康
を
考
え
る
会

（
仙
北
市
医
療
協
議
会
主
催
）
が
、

11
月
３
日
に
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
６
回
目
と
な
る
市
民
公
開
講
座

は
、
大
曲
仙
北
歯
科
医
師
会
長
の
石

川
円
先
生
（
城
南
堂
歯
科
医
院
）
か

ら「
口
の
中
の
症
状
と
全
身
の
健
康
」

に
つ
い
て
、
そ
し
て
秋
田
県
薬
剤
師

会
大
曲
仙
北
支
部
長
の
高
橋
正
先
生

（
み
よ
し
薬
局
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
前
）
か
ら
「
薬
剤
師
の
お
仕
事
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
口
腔

疾
患
に
よ
り
身
体
全
身
に
及
ぼ
す
影

響
や
、
薬
剤
師
が
行
っ
て
い
る
様
々

な
役
割
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
集

ま
り
、
お
二
人
の
わ
か
り
や
す
い
お

話
に
最
後
ま
で
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

市
民
公
開
講
座

第
６
回  

市
民
の
医
療

と
健
康
を
考
え
る
会

講
演
を
熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
。

大
曲
仙
北
歯
科
医
師
会
長
の
石
川
円
先
生
。

秋
田
県
薬
剤
師
会
大
曲
仙
北
支
部
長
の
高
橋
正
先
生
。

長年にわたる功績をたたえて

感謝状を贈呈された方々をご紹介します

生
誕
１
４
０
年
記
念
式
典
を
開
催

記念式典で感謝を述べる㈱新潮社の佐藤代表取締役社長。

団 体

個 人
団 体

故 西宮 陽助さん

角館図書館後援会
株式会社 新潮社

新
潮
社
創
業
者  

佐
藤
義
亮

参加者は協力して穴を掘り、サクラの苗木を丁寧に植えていま
した。
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